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は、 「誰かいたらどうする」と不安がる。対照的に、男はむしろ、 「誰か」がいると想定しようとする。 「今晩は」とか、 「どうも、ごぶさたしまして、すみません」などと架空の家主に挨拶しながら、敷地内に入っていく。自分たちが正式に招かれた客であるかのように振舞うことで、不法侵入の罪悪感を取り除こうとしているのだろ 。 「早く御挨拶しな」と促され は そう た男の演技に、気後れしながらも付き合うようになる。「首を突き出す子供のような仕種で」 「曖昧に会釈」して男のあとに続く。　
こうして、
そこはもはやただの建設現場ではなくなる。
空想的に、彼らの住宅へと変貌していく。そ 空想の住宅は、彼らの言葉や身振りによって補強されていく。まるで幼い頃の〝ままごと〟がそうであったように あるいはいつだって演劇 舞台がそうであるように。物理的には柱と梁だけの骨組の表面に、空想的に壁や天井が仮
構される。 「あ、スリッパは結構ですよ。靴のままいれてもらいます」などと台詞を重ねれば重ねるほど、この空想の住宅はリアリティを増す。彼らの言葉や身振り一つひとつが、この空想の住宅の建材として積み上げられる。　
屋内に入りこんだ二人は、やがて、 「柱しか見えな
かった家の奥に一ヵ所だけ、土台の枠から眼の高さまで三方にブロックを積み重ねた隅」を発見する。 「お風呂場じゃないの」と推測する女に対して、男は ここが寝室なんだって」と言い張る。三方がブロックに囲まれた部屋。その建築構造から判断すれば、そこは女 言うように浴室である。そもそも彼らが足を踏み入れたのは、敷地内 「材木」が積まれ「木の香」が 木造住宅だった。木造の場合、浴室の外壁 施工に際しては、防水・防湿のためにコンクリート・ブロックを下地材 することが多い（そ しないと周囲の木材が腐食す ） 。ブロックを積むのが「眼の高さまで」なのは、その上に採光・換気用の開口部を設けるため こ ように、そこは浴室として設計され、この住宅 竣工した後




















































鈴木が言う「現実」とは、 「常に主人公の内部から意識された」ものである。言い換えれば、その「現実」は、同時に「そのように意識する」主人公の内面の投影でもある。こうし 「意識のスクリーンに映し出された世界」は、三木が言う「意識の中にあ 世界」とほぼ同一のものと見なしていいだろう。それを鈴木 先の引用文に続けて「客観性の放棄＝主観性 把持 定式化した。 「外側から観察」する客観性を排除した主観的な空間として、 『群棲』が描く「現実 を捉えている。　
いっぽうで、三木が『群棲』の中でも「通行人」に見
出していたのは、たんに「意識の中にある世界」だけではなかった。それ 「現実 ある世界 と「並存」して











のように言うだろう。もちろんそうした立場はありうる。しかしそれは、このテクストにおける建築表象の固有性を平準化することにもなるだ う。 べてを「意識のスクリーンに映 出された」 のとしてシームレス捉えることは、このテクストが ぜ建設現場を舞台として設定し、なぜそこに男女 よる空想を重ねたのかを見えなくして まう。　
事実、鈴木は個々の建築表象を分析するよりも、 『群
棲』という連作全体 形式と内容 注目した。それが一二のパートで構成されているこ 。そ 一篇ごと 路地を挟んだ五軒の家々の空間を描き出してい こと。し
かしそれらの家々が、旧来の濃密な地縁共同体から半ば浮遊し、曖昧かつ緩やかに連接していること。そのような形式と内容によって、同時代の都市環境における「界隈の解体という問題に正面からとりくんだのが『群棲』である」 。そう鈴木は論じた。それゆえ、その二作目については、 「 「通行人」の若い男女には、界隈 社会的制御は働かない」と指摘するにとどめられた。このテクストに稠密に描きこまれた建築表象のディテールは 俎上に載ること ない。　
いっぽうで、この「通行人」というテクストの固有性
に着目するならば、その舞台が建設現場であることは見逃すわけにはいかない。いまだ完成していない、壁も天井もない、柱と梁だけの骨組。外装が施されていない粗い地肌のままの構造躯体。およそ人間の生活とはかけ離れた、ブルータルな物質の構成。それが建設現場である。そこに ふと入り込んだ男女によって空想 重ねられることで、彼らに っての住宅が仮 され く 粗い地肌は滑らかにコーティングされ、空想 壁が立ち上がっていく。 うした、物理的な骨組 空想的 表面と















たとえばそれは、 「抽出」 「戸棚」 「押入」といった箱形














として機能していたのだろうか。たしかに、 「二、三日なら、住んでみても面白いかもよ」とか「大きなソファーの上で寝たりしてさ」とかいう言葉からは 女がその骨組を自分たちの生活の容れ物と見なし、その内部空間をあれこれ空想していることがわかる。抽出と家屋とではスケールに格段の違いがあるが、いずれにせよ箱型の物体を外側から眼差すことによっ 、そ 空想 喚起されている。　
しかし、建設現場の骨組が箱型の容れ物と異なるの





















骨格標本を見てその生物の肉体を想像するように。逆に、もし完成物を知らなければ、その構造物を骨とすら認識しないだろう。それ自体を自律し 完成物と見 す ずだ。 たがって、それを骨組と認識 たとき、すでに完成物を空想し始め いる。このように、骨組を見て喚起された（かのように感じられる）空想は、実は、その骨組に物理的に対応する既知の完成物のイメージに規定されている。女は、骨組の上 後の住宅を見たからこそ、その内部空間に「ソファー」を空想した である。
　
それは、この「骨組だけの家」の一画における男の空
想の質とも一致する。先述したように、その空間を三方から囲っているブロックは、コンクリートの地肌を露出させている。この建設現場の柱や梁と同様、男は ブロックを下地材として空想を重ね、それを「寝室」として見なそうとする。しかしながら、 「お風呂場じゃないの」と完成後のイメージを告げる女の言葉が、彼の空想を浴室へ 近づける。そのようにしてコン リート・ブロックは、およそ「寝室」には似つかわしくない、 「陶器に似た艶やかな壁」へと変質していく。　
このように、この「通行人」というテクストで展開さ


















に、なにか置いてこ か」と提案す 。彼女は「鈴」を、男は「ボタン」を、 「寝室」の地面に埋める。
「ガキみてえだな。なんの芽が出るんだ。 」「おうちの芽が出るんじゃないの。うまく育ったら三階建てくらいになるかもよ。 」「田辺のじいさん［空想上の家主：引用者注］には悪いけど、そうなったらここは俺達のうちだぜ。 」「うちの中にうちが出来るのかなあ。 」「どっちのうち 住んでる奴も、お互いに相手の姿が見えなくてさ。 」「なら、今だ て誰か住んでるかもしれないじゃい。
（…） 」









































黒井千次「群棲」 」 （ 『群像』一九八四・三）
（
4）	






ぐって」 （ 『群像』一九八七・一）で『群棲』を、核家族化が進む同時代状況を反映した 家庭小説」として見なしながら、そこには「家庭小説であることを超える瞬間」が含まれるとして、このテクストにおける「幻想」に言及する。 「ただ難点があるとすれば、 『群棲』 は、幻想がやや唐突にはじまりすぎるために、前後の日常的な場面との融合を破っている個所が見受けられ ことであろう。改築中の家の工事現場に入り んだ若いカップルが、勝手な夢想にふける「通行人 の挿話には、こういう場面を書く 白さと戯れる作者の手つき 目立ちすぎる」 。ここで菅野が う、 「カップル」による「勝手な夢想 には、先に触れた コンクリート・ブロックの内部空間を「寝室」へと作り上げるシーンを含むだろう。菅野はこの「通行人」 おける「幻想」を、 『群棲』において「唐突」なもの そ
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た／／ランボーはこんなふうに希望の方向 しめ ている。閉じた家具のなかには、なんとすばらしい賜物がたくわえられていることか。戸棚は約束にみち、このばあい戸棚は年代記以上のものである。 」 （ガストン・バシュラール『空間の詩学』 、前掲）
（
8）	 「衣裳戸棚は下着でいっぱいだ／くりひろげることのできる月の光さえも いっている／／このアンドレ・ブルトンの詩句によって、イメージは、合理的精神がけっして到達したいとおもわぬ、極端な点にみちび れた し




「ありふれた」宝石であるはずはない。 （…） 「なにか未知の、可能な力」をおびており、 「たか はふたたび仮説や夢をうむ空想の物体となって、無数の他のたからへむかって、くぼみ、自分自身からすべりおちてゆく」 。 」（ガストン・バシュラール『空間の詩学』 、前掲）
（
10）	









高橋英夫が以下のような発言をしている。 「第二話で、建築現場に若い男女が入り込んで戯れるというところがありますが、そこに出てきた男女は、どうも火事になる二階家に住み込んだ人たちなのではないか。 「ヒロシ」という名前が共通しているんです」 。これ 受けて小島信夫は、 「第二篇は「浩」でしたね。じゃ、そのつもりですね」と述べている。
（
13）	
ガストン・バシュラール『空間の詩学』 、前掲
	
（たかぎ
　
あきら
　
京都工芸繊維大学非常勤講師）
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